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臨床脳波学における Gibbs夫妻の光と影

宮 内　 哲1），2）

要旨　脳波の黎明期から臨床脳波学の成立に多大な貢献をした Gibbs夫妻の功績，ヒトの
脳波を発見した Hans Bergerとの親交，1963年の Kennedy大統領の暗殺に端を発し，臨
床脳波の解釈が最大の争点になった裁判での Frederic Gibbsの言動を紹介する。

キーワード： Gibbs, epilepsy, 精神運動発作異型（psychomotor variant），Kennedy, 臨床脳
波学

“Gibbs & Gibbs”と言えば脳波アトラス，脳波アト
ラスと言えば“Gibbs & Gibbs”，臨床脳波を学んだ一
定の年齢以上の研究者ならば，誰もが条件反射的に，
あの横長でえんじ色の本を思い浮かべるだろう1～3）。
Gibbs夫妻（Frederic Gibbs（1903～1992）と Erna Gibbs

（1906～1987），図 1）の臨床脳波学への貢献について
は語るまでもない。Hans Bergerをヒトの脳波の発見
者とすれば，Gibbs夫妻は現在の臨床脳波学の基礎を
築いた最大の功労者と言っていいだろう。Harvard大
学のWilliam Lennox, Hallowell Davisらとともに小発
作（petit mal）時の 3 Hz spike and wave complexを報
告した 1935年の論文を始めとして4）＊1，精神運動発作
異型（psychomotor variant）5,6），hypsarrhythmia2），14 

& 6 Hz positive spikes7）， 軽 睡 眠 時 の small sharp 

spikesなど1）＊2，てんかんに関連するさまざまな脳波
パターンを発見し，また発達遅滞と extreme spindles

の関連を最初に報告したのも Gibbs夫妻である8）。さ
らに過呼吸賦活や4,9）睡眠賦活10）の有効性を最初に指
摘，もしくは多人数の調査に基づいて定量的に評価
し，ルーティーンの脳波賦活法として定着させたこと
も Gibbs夫妻の功績である。

周知のように，Gibbs夫妻が報告したさまざまな異
常脳波パターンの中には，現在ではてんかんとの関連
が否定されているものも少なからずある。また結果的
にではあるが，例えば「3 Hz spike and wave complex 

＝小発作」のような，特定の異常脳波パターンと特定
の発作タイプが一対一に対応しているという行き過ぎ
た固定観念を作り出してしまった可能性も否定できな
い。しかし，Hughlings Jackson（1835­1911）による
神経学的研究とともに，てんかんという病を迷信や偏
見から解き放ち，脳の疾患として神経生理学の俎上に
載せ，臨床脳波学を確立した功績はどれだけ強調して
も強調しすぎることはない。本稿では，Bergerと
Gibbs夫妻の親交と，1963年の Kennedy暗殺に端を
発し，臨床脳波の判読が最大の争点になった裁判での
Frederic Gibbsの言動を紹介する。

Bergerと Gibbs夫妻の親交
Bergerは 1929年にヒトの脳波に関する第一報を出
したが，なかなか認められなかった。Cambridge大学
の Edgar Adrianと Bryan Matthewsの追試と公開実
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＊1  Bergerは 1933年に出版した第 7報で，てんかん患者から 3 Hz
の徐波を記録している27）。

＊2  小発作，精神運動発作異型などの名称・分類は現在のてんかん
発作の国際分類では用いられていないが，本稿では旧来の用語
を用いた。
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験によって，脳波が間違いなくヒトの脳の電気的活動
であると認められたのは 5年後の 1934年であっ
た11,12）。翌年の 1935年には Gibbs夫妻，Herbert Jas-

per, Grey Walter, Davisなど，欧米の研究者が続々と
Jena大学の Bergerの研究室を訪問した13,14）＊3。その中
で，単に研究者としてだけではなく，お互いの家族も
含めて Bergerと最も親密な関係を築いたのが Gibbs

夫妻だった。妻の Erna Gibbsがドイツ人だったため
（1928年に渡米），英語が流暢ではなかった Bergerと
のやりとりに問題がなく，Bergerの妻，Ursulaや彼女
の妹や姪とも親しくなった13）。Bergerの脳波はヨー
ロッパよりもアメリカでいち早く臨床医学に適用され
普及したが，Gibbs夫妻と Davisが Bergerの難解なド
イツ語の論文を 1936年に英訳して非公式に知り合い
の研究者に配ったことが，その理由の一つのようであ
る13,15）。Bergerの方も，1938年に出した第 14報で，
“... by the excellent studies and the beautiful record-

ings made by Gibbs and his coworkers”，あるいは“I 

believe that the clearcut records obtained by Gibbs 

and his coworkers ...（Gloor, 1969の英訳による）”と，
Gibbsらの 1936年の論文16）を称賛し，何度も引用して
いる17）。図 2は，1938年に Bergerが Gibbs夫妻に
送った脳波記録である。よく見ると，右下に“To my 

colleagues the Gibbses（ギブス夫妻）... Hans Berger”
と書かれている18）。

Gibbs and Gibbsの脳波アトラスは，日本では 1950

年に出版された版が広く知られているが，Bergerが
自殺した 1941年に Gibbs夫妻が出版した”Atlas of 

Electroencephalography. 1st edition”を手に入れて目
を通してみた5）。生後二日の新生児の脳波から 30歳代
までの正常脳波，睡眠脳波，小発作・大発作・ジャク
ソンてんかん・精神運動発作の発作時及び発作間欠期
脳波，過呼吸による build-up，低血糖，脳炎，多発性
硬化症，脳腫瘍，脳出血，ナルコレプシーから双極性
障害，統合失調症，発達遅滞まで，ありとあらゆる脳
疾患の脳波が文字通り網羅されている＊4。Bergerの脳
波が国際的に認められてからわずか数年で，これだけ

図 1　 ロール紙に記録された脳波を見る Harvard大学の Len-
nox（左）と Gibbs 夫妻（1937年）。背後の棚には記録済
みのロール紙が山積みになっている。文献 14より引用。

図 2　 1938年に Bergerが Gibbs夫妻に送った脳波記録。右下
に Bergerから Gibbs夫妻へのメッセージが書かれてい
る（本文参照）。文献 14より引用。

＊3  日本の精神科医，斎藤茂吉は，Bergerが最初にヒトの脳波記録
に成功する 1924年 7月 6日の 11日前に Bergerを訪問してい
る28）。

＊4  1941年の脳波アトラスの参考文献リストには，日本人が行った
研究として，Adrian and Yamagiwa（1935）19）以外に，東北大学
耳鼻科の伊藤儀助と喜多村潔によるモルモット，ラット，ウサ
ギ，イヌ，ネコのアルファ波の周波数と振幅を調べた 1939年の
ドイツ語の論文が掲載されている20）。
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のアトラスを出版したことに驚きを禁じ得ない。そし
てこのアトラスの最初のページには Bergerの大判の
写真とともに，Gibbsの Bergerに対する敬愛の念が
感じられる以下の献辞が記されている＊5,＊6。

献辞
本書を，脳波学の父，ハンス・ベルガーに捧げる。
このような献辞は脳波に関する全ての本にふさわしい
ものであるが，本書はベルガーが発見し，彼の研究の
中心テーマであった脳の電気的活動とさまざまな正常
および異常な状態との関連を扱っているため，特に本
書にふさわしい。（中略）
（ベルガーの）名誉が増すはずの年月は，代わりに世界
大戦と，科学界のリーダーが忘れ去られる時代をもた
らした。そのような文明の逆行の中で，ベルガーは自
らの発見がいつの日かこのような蛮行への逆戻りを防
ぐ一助になるだろうという思いに慰めを見出したのだ
ろう。彼は自分の研究が社会にどのような影響を与え
るかを十分に理解していた。ヒトの脳を制御している
メカニズムについての知識が深まることにより，精神
病として現れる「異常な」精神状態だけでなく，犯罪
や迫害，戦争に現れる「正常な」精神状態をも制御で
きる見込みが強まることを，彼ははっきりと認識して
いた。

1941年，Bergerの自殺を知ったときの Frederic 

Gibbsの落胆ぶりは，その際に知り合いが Gibbsにか
けた以下の言葉が物語っている。「Gibbs，毎日，世界
中で多くの人が亡くなっているんだ」13）。その半年後
に Bergerの長男の Klausがロシア戦線で戦死し，困
窮している Ursulaを援助するための基金の設立を提
案したのも Gibbs夫妻である15）。

Kennedy暗殺と Gibbs

1963年 11月 22日，第 35代アメリカ大統領 John 

Fitzgerald Kennedyは，テキサス州ダラスでオープン
カーでのパレード中に Lee Oswaldによって暗殺され
た。Oswaldは逮捕の二日後にダラス警察の地下駐車
場で，ダラスのナイトクラブのオーナーだった Jack 

Rubyによって銃殺された。Kennedyが撃たれた直後
に，隣に座っていた夫人の Jacqueline Kennedyがオー
プンカーのトランク上に飛び散った Kennedyの脳の
破片を拾おうとする場面と共に，テレビ中継までされ
ている衆人監視の中で Rubyが Oswaldを射殺した場
面を覚えている人も多いだろう（図 3）＊7。

1964年 3月 4日，アメリカはもちろん，世界中が注
目する中で Rubyの裁判が始まった。誰もが Rubyの
死刑を予想していた裁判は，Rubyが「犯行時の記憶が
ない」と供述し，脳波検査で右側頭部に 6 Hz前後の徐
波が認められたことにより思わぬ展開を見せる（図
4）21,22）。Rubyの弁護士は，当時，臨床脳波学の第一人
者であった Frederic Gibbsに Rubyの脳波記録を送
り，判読を依頼した。奇しくも Kennedyが暗殺された
1963年に 5万人のてんかん患者の脳波検査の結果に
基づいて精神運動発作の脳波に関する論文を出してい
た Gibbsは23），「Rubyの脳波は精神運動発作異型（Psy-

chomotor variant）である」とのレポートを提出した。
弁護士はそのレポートを根拠に，「Rubyは犯行時に精

＊5  献辞が正確にいつ書かれたのかはわからないが，献辞の次頁に
ある Gibbs夫妻による序文は 1940年 12月に書かれているの
で，献辞も Bergerが自殺する 1941年 6月 1日より前に書かれ
たものと思われる。このアトラスを Bergerが手にしたかどうか
はわからない。

＊6  1950年の版では短い献辞に代わっている。
＊7  Kennedyが撃たれた直後に夫人の Jacqueline がオープンカーの
トランクに這い上がった行動については諸説があり，後に彼女
自身は「覚えていない」と述べている。しかし医師達が Kennedy
の救命措置を行っている傍らで，放心状態の彼女は手の中の夫
の脳の破片をなかなか手放そうとしなかった22）。

図 3　 1963年 11月 24日，Ruby（右手前）が Oswald（中央）を
撃った瞬間。Oswaldの左側の人物はダラス警察の刑事。
この時の Rubyの行動が，精神運動発作の自動症による
ものかどうかが裁判の最大の争点になった。https://
upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/90/Ruby_
shoots_Oswald.jpg
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神運動発作を起こしており，善悪を判断できる状態で
はなかった」と Rubyの無罪を主張した。その後，Man-

fred Guttmacher（当時の法医学・精神医学の権威），
Peter Kellaway（当時のアメリカ脳波学会会長，前アメ
リカてんかん協会会長），Massachusetts General Hos-

pitalの脳波研究室のディレクターだった Robert 

Schwabなど，当時の著名な精神科医や神経科医が
次々と証言台に立って，犯行当時の Rubyの精神状態
について証言をした。ある者は「Rubyの脳波は軽度の
非特異的な異常を示しているにすぎない」と言い，あ
る者は「Rubyの脳波は，Gibbsが 1963年に発表した
psychomotor variantであり，犯行時に善悪を判断でき
ない状態にあった可能性がある」と述べた。この対立
は，てんかん患者の人権擁護団体をも巻き込んだ一大
騒動となった24）。

Rubyの裁判の最後の証人が Frederic Gibbsだった。
裁判開始以来，証人台に立つことを拒み続けたにもか
かわらず，最終弁論の前の日の夜にシカゴから自費で
駆けつけ，無償で証人台に立った。Gibbsは，「私は
Rubyが特殊な非常に稀なタイプのてんかんであると
判断した。このタイプのてんかんは通常は決定的な発
作を起こさず，さまざまな形で現れる（筆者注：精神
運動発作時の自動症の多様な行動を指している）。こ
のタイプはてんかん患者の 0.5％にしか見られず，非
常に特徴的で珍しいてんかんである」，さらに「精神運
動発作の原因は頭部外傷であることが多く，その起源
は通常は脳深部にあるため，脳波によってのみ診断で

きる」と証言した。そして弁護士の「それは脳波によ
る診断の方が臨床的な診断よりも価値があるというこ
とですね？」という質問に対しては，
「私は，はっきりとそう断言する（I say so most emphat-

ically）」
とまで言い切った。ところが，検察官からの質問，「犯
行当時，Rubyは善悪を判断できたと思いますか？」に
対する答えは，意外にも，
「私にはわからない（I have no opinion）」
であった24,26）。Gibbsのこの一言が決め手の一つとな
り，陪審員達は Rubyに対して死刑の判決を下した。
Rubyは再審請求中の 1967年に肺がんによる肺塞栓で
亡くなった。

Gibbsはなぜ裁判での証言を拒み続けたのか，なぜ
最終日に自費で駆けつけ，無償で証言したのか？ 

Rubyの裁判を担当した裁判官は，「Gibbsは，自分の
論文を守るためだけにシカゴから自費でやってきたよ
うに思えた」と述べている24）。臨床脳波に携わる者の
中にも，「Rubyの裁判での Gibbsの証言は，臨床脳波
学における Gibbsの数々の輝かしい功績に対する汚
点」とみなす人もいる。確かに，「脳波による診断の方
が臨床的な診断より価値がある」は Gibbsの勇み足と
言わざるを得ない。しかし，「私は，はっきりとそう断
言する」と「私にはわからない」，一見相反する証言
は，脳波の黎明期から 30年近くにわたって数万人の
脳波記録を診てきた Gibbsの脳波に対する矜恃と，質

図 4　 1964年 1月 28日に記録された Jack Rubyの脳波検査のモンタージュ（左）と脳波記録（右）。脳波記録の導出部位は書
かれていないが，左のモンタージュと各チャンネルの波形から推測すると，おそらく上から順番に Fp1, Fp2, C3, C4, 
O1, O2, T3, T4と考えられる。アルファ波が減弱し，覚醒水準がやや低下した時点で右側頭部優位に 6 Hz前後の徐波
が出現している。現在の rhythmic temporal theta burst of drowsinessに相当すると考えられる。点線は筆者による。文
献 25から引用。
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問に対してはぐらかすことなく，わからないことは
「わからない」と答える研究者としての良心の発露とも
思える。いずれにせよ，世界史に臨床脳波が登場する
こととなったエピソードである。
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